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授業改善研修会

中学校 技術・家庭（技術分野）
プログラミング

群馬県教育委員会事務局

義務教育課 教科指導係

ぐんまのプログラミング教育 中学校モデル校事業

各教科等授業改善プロジェクト

教師が「～させる」授業から、児童生徒が「～する」授業へ



０．はじめに･･･



０．はじめに･･･

技術分野の学習過程と、各内容の三つの要素及び項目の関係

様々な場面で三つの場面が入ってくる



～本日の内容～

１ ぐんまプログラミング教育 中学校モデル校事業について

２ 令和６年度学校教育の指針
技術分野の「特に現れてほしい子供の姿と重点」

３ 「特に現れてほしい子供の姿と重点」を具現化するために
～本題材計画を基に～

本日のまとめ
〇発達の段階、問題解決能力の熟練度等を踏まえて、３年間を見通
して学習活動を設定する

〇課題解決の必要感が高まる題材を設定するとともに、生徒の課題
解決を支える題材計画をつくる



小・中・高等学校のプログラミング教育の接続を円滑にするとともに、中学校技術分野「情報の技術」に
おいて題材計画を改善し、プログラミングで自ら生活や社会の問題解決に取り組むことができる生徒の育
成を目指す

事業の
目標

高等学校

中学校

Ⅲ プログラミング教育の共通理解を図る研修会の実施（年２回）
（対象）小学校情報教育担当教員、中学校技術科教員、市町村教育委員会指導主事
（内容）○有識者による講演会 ○公開授業（研修会）

「情報の技術」の授業において、学習内容や配当時間等
が確立されていない

小・中・高等学校でプログラミング教育が実施されている
ものの、小・中、中・高の学びの接続が十分でない

課題

小学校

円滑な接続

Ⅰ 学びの接続を図る授業パッケージの提案
（総合教育センター 長期研修員）

Ⅱ 「D 情報の技術(3)(4)」の題材計画の提案
（モデル校※技術科教員）

Ｒ５ 長期研修員（中学校技術科）による授業パッケージの作成・
協力小学校での授業実践

Ｒ６ 長期研修員（中学校技術科）による授業パッケージの作成・
授業実践・全県への周知

Ｒ５ モデル校で｢Ｄ(2)｣の実践・研究
題材計画の周知

Ｒ６ モデル校で｢Ｄ(3)(4)｣の実践・研究
題材計画の周知 公開授業を年に1回行う

円滑な接続

[追究する過程の学習活動の充実]
・社会とのつながりを踏まえ、身近な生活の中から技術に関わる問題を
見いだす
・生徒にとって必要感のある課題の設定
・構想図で表すことや試行する活動を重視した解決策の具体化
・生徒一人一人の課題解決に応じたプログラミングの設定
・既習内容を踏まえた統合的な問題の取扱い

「情報の技術」の指導の改善

※モデル校の指定期間は単年度。

小 学 校
授業パッケージ

・プログラミング体験
・コンピュータの便利
さへの気付き 等

中 学 校
授業パッケージ

・情報のデジタル化や処理
の自動化の仕組み

・プログラミングに
よる問題の解決 等

高等学校に向けての
授業パッケージ

・プログラミングやシュ
ミレーションによる
問題解決

・情報システムに協働
開発 等

中高の学びのつながり小中の学びのつながり

市町村技術部会

モデル校

県教委 市町村教委

高校情報科教員

長期研修員

県教委 市町村教委

チームによる共同研究

１ ぐんまプログラミング教育 中学校モデル校事業について
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指導計画における内容Dの時間数設定の少なさ

時数を示して
いる資料

Ａ材料と加工の技術 Ｂ生物育成の技術 Ｃｴﾈﾙｷﾞｰ変換の技術 Ｄ情報の技術

(1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (4)

国研が資料で
提示した時数※１ 6 12 2 3 10 2 5 13 2 4 11 14 3.5

教科書会社作成計
画の平均時数※２ 8.7 13.9 1.7 4.7 6 1.6 8.6 10.6 1.6 7 9.6 11 2.5

令和５年度の
全国の実態※３

1～3
16
以上

1～3 1～3 1～3 1～3 1～3 1～3 1～3 1～3
4～6 4～6

1～3

令和５年度群馬県
教育課程の取組状
況等に関する調査

県内の各中学校がＤ情報の技術の時数を回答

※１ 国立教育政策研究所「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料中学校 技術・家庭」令和２年３月
※２ 技術分野の教科書を発行している３社の令和２年度教科書準拠の指導書等に記載された各内容項目の平均を算出
※３ 全日本中学校技術・家庭研究会「全国アンケート調査（令和３年度の指導計画について）」令和５年11月公表*

1～3時間， 4～6時間， 7～9時間， 10時間以上，13～15時間，16時間以上の中から，最も解答の多かった時数範囲を表示

D(2)D(3)の授業時間の実態は3年間で計10時間前後
国研の示している想定の時数と約15時間のひらきがある

6
Ｄ情報の技術だけでなく、３年間の指導計画を見直す必要がある

群馬県においても内容Ｄの時
間が少ない傾向にある

25.5～30時間 39.7％
20.5～25時間 23.7％

２５32.5時間

８～１２

Ａ（２）に時間を
かけすぎている



１年 ２年 ３年

難

易

管理・運用

改良 改良？

選択？

改良？

１年生で、技術による
問題の解決の時間をか
けすぎている

３年生で、技術による
問題の解決の時間が少
なくない

指導計画がいびつではないか・・・

２年生で、技術による
問題の解決の時間は適
正であるが・・・

指導計画における各内容の時間数の設定

１年生で、改良しなければ解
決できない課題を設定してし
まっていないか？

単に作ったり育てたりするこ
とが目的になっていないか？

応用しなければ解決できない
課題を設定できているか？
統合的な問題として取り扱っ
ているか？

発達の段階、問題解決能力の熟練度等を踏まえて、３年間を見通して
学習活動を設定することが重要

既存の技術を評価、選択、管理・運用することで解決できる問題から、改良、応用し
なければ解決できない問題へと、解決に必要となる資質・能力の発達の視点から３学年
間を見通して計画的に設定するなど、各内容の履修の順序や配当する授業時数、及び具
体的な指導内容などについては、各学校において適切に定めることが大切である。



・技術の見方・考え方を働かせ、生活や社会
における事象を、順序付ける、比較する、
分類する等の活動を計画的に設定する。

・発達の段階、問題解決能力の熟練度等を踏
まえ、生徒の実態に応じた学習活動を設定
する。

○生活や社会の中から問題を見い
だして解決すべき課題を設定し
ている

技術分野

各教科等で特に現れてほしい子供の姿 各教科等の指導の重点

２．令和６年度学校教育の指針

～特に現れてほしい子供の姿と重点～

教師が「～させる」授業でなく、

児童生徒が「～する」授業になっていますか？



順序付ける

品質、収量、コスト、
安全性、価格、環境

分類する

社会からの要求、
情報セキュリティ、
安全性、システム

比較する

手回し
発電機

太陽光
発電機

２ 技術分野の「姿と重点」

・技術の見方・考え方を働かせ、生活や社会
における事象を、順序付ける、比較する、
分類する等の活動を計画的に設定する。

・発達の段階、問題解決能力の熟練度等を踏
まえ、生徒の実態に応じた学習活動を設定
する。

各教科等の指導の重点

「技術の見方・考え方」
生活や社会における事象を、技術

との関わりの視点で捉え、社会から
の要求、安全性、環境負荷や経済性
などに着目して技術を最適化するこ
と。

中学校学習指導要領解説技術・家庭科編

「第１章総説２技術・家庭科改訂の趣旨及び要点」
P.10より



技術分野の学習過程と、各内容の三つの要素及び項目の関係

○生活や社会の中から問題を見い
だして解決すべき課題を設定し
ている

技術分野

２ 技術分野の「姿と重点」

教師が「ものを作らせたり、育てさ
せたり」していませんか？

生徒が自ら「どのような問題を解決
するのか」に着目した課題を設定し
ていますか？



3年間を見通した学習活動の設定

生徒の課題解決を支える題材計画

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

本日のまとめ
〇発達の段階、問題解決能力の熟練度等を踏まえて、３年間を見通
して学習活動を設定する

〇課題解決の必要感が高まる題材を設定するとともに、生徒の課題
解決を支える題材計画をつくる



中学校学習指導要領解説技術・家庭科編
「第２章第２節３技術分野の内容」P.25～より

内容A（２） 内容B（２） 内容C（２） 内容D（２） 内容D（３）

既存の製品の改善の余
地を考える

現在の栽培の改善の余
地を考える

既存の電気製品や機械
製品の改善の余地を考
える

既存のコンテンツの改
善の余地を考える

既存の計測・制御シス
テムの改善の余地を考
える

家庭生活や学校生活に
おける材料に関わる身
近な不便さについて考
える

家庭生活や学校生活に
おける環境の整備につ
いて考える

家庭生活や学校生活に
おけるエネルギーの利
用に関わる身近な不便
さについて考える

家庭生活や学校生活に
おける情報の表現や交
流に関わる身近な不便
さについて考える

家庭生活や学校生活に
おける計測・制御に関
わる身近な不便さにつ
いて考える

自然環境の保全や防災
などに関わる社会的な
問題について考える

健康や食料生産、自然
環境の保全等に関わる
問題について考える

自然環境の保全や防災
等に関わる社会的な問
題について考える

自然環境の保全や防災
等に関わる社会的な問
題について考える

１年 ２年 ３年

易

難

学習指導要領解説の学習活動の例を参考に、生徒の実態に応じた学習活動を検討する。

12

問題を見いだす範囲を徐々に広げていく。
「既存の製品」→「家庭生活や学校生活」→「社会」

3年間を見通した学習活動の設定

A～Dの順番で学習した場合
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既存の技術を評価、選択、管理・運用することで解決できる問題から、改良、応用し
なければ解決できない問題へと、解決に必要となる資質・能力の発達の視点から３学年
間を見通して計画的に設定するなど、各内容の履修の順序や配当する授業時数、及び具
体的な指導内容などについては、各学校において適切に定めることが大切である。

3年間を見通した学習活動の設定

難易度 活用の段階（熟練度） 「技術による問題の解決」の学習活動の例

１
（１年生前半）

選択
目的や条件を踏まえて適切なもの
を選ぶ

学校の教室ロッカーの問題を見いだし、基本形の本立てを参考に、材料
や構造を選択して製作

２
（１年生後半）

管理・運用
その効果を発揮できるよう、適切
な状態に維持する、効果が発揮で
きるように適切に用いる

育成環境調節等に関わる問題を見いだし、収量の目標を達成するための
課題を設定し、適切な環境を維持する栽培計画を立て栽培

３
（２年生）

改良
技術の欠点を改める

災害時にエネルギー変換の技術を用いて解決する問題を見いだして課題
を設定し、基本形のスイッチと回路を改良した電気製品を製作

学校生活での問題を見いだして課題を設定し、解決する基本形を改良し
たチャットプログラムの制作

４
（３年生）

応用
本来の用途と異なる場面に用いる

社会の問題を見いだして課題を設定し、解決する計測・制御の技術を応
用したシステムのモデルの製作

統合的な問題
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選択の力を育てる指導改善の例



改良の力を育てる指導改善の例（昨年度の実践より）

基本プログラム

改良

制作の課題（個人）
相手が嫌な気持ちになるような文章
は送信できないようにしたいな。

題材の課題（全体）
安心・安全に情報の技術を運用する

ためには、情報の技術を活用して
チャットシステムをどのようにアップ
デートしたらよいだろうか。



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

本日のまとめ
〇発達の段階、課題解決の熟練度等を踏まえて、３年間を見通して
学習活動を設定する

〇問題解決の必要感が高まる題材を設定するとともに、生徒の課題
解決を支える題材計画をつくる

3年間を見通した学習活動の設定

生徒の課題解決を支える題材計画



近年、日本各地で地震や水害等の災害が起
こっており、自然災害は我が国にとって常に

身近な脅威である。「関東平野北西縁断層帯
主部による地震」が発生した際に、本市は大
きな被害を受ける可能性がある。また、ひょ

う害、落雷等も多い地域であることや本校が
地域の避難所になっていることなど、自然災
害は生徒にとって身近で必要感の高い問題で

あることから、災害をテーマとした。

題材設定の理由

題材に関する
生徒の必要感

社会における
問題

必要感があり、自分事となる題材の設定

地域の特色

藤岡西中の実践



本題材は、３学年で扱う問題解決であることから、
統合的な問題とする。教材は、アーテックロボを
使用する。アーテックロボには、センサや動作す
る部品が豊富で、多様な問題に対応しやすく、ブ
ロックで組み合わせて簡単に形を作れることから、
システムを製作したり、調整したりしやすいとい
う特徴がある。これまでの学習を踏まえて、自分
なりの新しい発想でシステムを改良・応用するこ
とで問題を解決する能力や、学習した内容を社会
と関連付けて。持続可能な社会の構築に向けて工
夫し創造する態度の育成を図ることができると考
え、本題材を設定した。

題材設定の理由

問題解決能
力の熟練度

育成する資質・能力を明確にし、問題解
決能力の熟練度を踏まえた題材の設定

教材の特色

育成する
資質・能力

藤岡西中の実践



本題材計画

つ
か
む

追
究
す
る

ま
と
め
る

・どのような資料の
提示がよいか
・生徒がどのような
思いをもつか
・生徒がどのように
見通しをもつか

身の回りの計測・
制御システムの処
理の手順を、アク
ティビティ図で表
現する活動を設定

生徒の実態
を踏まえて

生徒が「～する」
授業とするための
仕掛けが重要

藤岡西中の実践



本題材計画 「つかむ」過程

つ
か
む

「題材の課題」を踏まえて、
基本的な計測・制御システ
ムを製作する活動を設定

身近な機器の動画を提示 災害に関する情報を提示

【４時間目の振り返り】
「赤外線センサを反応させることができた。
プログラムが少しでも違うと動かなくなる
ので気を付けたい。計測・制御システムを
応用して災害活動に生かしていきたい。」

・計測・制御システムの理解の高まり
・解決に向けての必要感の高まり
・解決への見通し

統合的な問題として
扱うことを確認

藤岡西中の実践



前時の「振り返り」から本時の「めあて」を設定

本題材計画「追究する」過程【課題の設定】

【生徒の振り返り】
「赤外線センサを反応させることができた。
プログラムが少しでも違うと動かなくなるの
で気を付けたい。計測・制御システムを応用
して災害活動に生かしていきたい。」

藤岡西中の実践

生徒が「～する」授業と
するために、生徒の言葉
から本時のめあてを設定
することが重要



本題材計画「追究する」過程【課題の設定】

追
究
す
る

課
題
の
設
定

・問題を見いだすために参考にな
りそうな災害に関わる資料を収集・生徒が見いだす問題を想定

・想定した問題が解決できるか確認

生徒が「～する」授
業とするために「想
定と確認」が重要

藤岡西中の実践



本題材計画「追究する」過程【課題の設定】

質の高い資料をまとめ
ておき、生徒がいつで
も調べられるような環
境

見いだした問題や
解決方法を共有で
きる環境

必要な情報を調べる
場の設定

生徒が「～する」
授業とするために
「生徒の自由な発
想を大切にするこ
と」が重要

藤岡西中の実践



生徒の変容 「課題の設定」

・基本のプログラムを基に、
課題を設定したが・・・

６月 授業改善に取り組む前

・災害に関わる資料を調べたり、話し合ったりし
ながら、問題を見いだし、課題を設定している

・課題解決に向けての意欲が高まっている
・一人一人が問題や解決方法を考え、考えを共有
し、自然と交流活動が行われ、考えが広がって
いる

本題材

藤岡西中の実践



本題材計画 「追究する」過程 【課題解決に向けた製作・制作】

追
究
す
る

・課題解決に向けた製作・制作は、抽象的？
・【「指導と評価の一体化」のための学習評価に関
する資料】や他の学習指導案の計画も同じ？

評価項目
の横線が
ないな



本題材計画 「追究する」過程
【課題解決に向けた製作・制作】

①環境構成の工夫

②教師の関わり（コーディネーターやサポーターの役割）

【課題解決に向けた製作・制作】の場面で、
生徒が「課題を解決する」ための教師の支援

藤岡西中の実践



必要な道具や材
料をいつでも選
択して利用でき
る環境

①環境構成の工夫

ア 材料コーナー イ これまでの学習のポイント

これまでの学習のポイントがデジタル
と掲示物でいつでも確認できる環境

本題材計画 「追究する」過程
【課題解決に向けた製作・制作】

藤岡西中の実践



②教師の関わり（コーディネーターやサポーターの役割）

課題解決を進める
中で、行き詰まっ
た時にサインを出
せる環境

観察と端末による
確認で学習状況を
把握

本題材計画 「追究する」過程
【課題解決に向けた製作・制作】

藤岡西中の実践

・生徒の思いや願いを基に、一緒に解
決策を考える。

・アイディアを称賛する。
・他のグループとつなげる ・・・・



・課題解決に向けて制作している
が・・・

・グループ内やグループを越えて、対話・交
流しながら、粘り強く繰り返しプログラム
の改善・修正やシステムを調整している

本題材

生徒の変容 【課題解決に向けた製作・制作】

６月 授業改善に取り組む前

藤岡西中の実践



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

本日のまとめ
〇発達の段階、問題解決能力の熟練度等を踏まえて、３年間を見通
して学習活動を設定する

〇課題解決の必要感が高まる題材を設定するとともに、生徒の課題
解決を支える題材計画をつくる

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために



さいごに･･･

生徒に身に付けさせたい資質・能力を明確にし
て、生徒の反応をイメージしながら教材研究

技術科教員は各校１人配置が多く、技術科教育について学び合う機会が少ない・・・

先生たちもエージェンシーを発揮！

藤岡市技術部会の様子
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